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で，著明な肝腫大と肝右葉外側にspace　oocupying

lesionの存在が認められ，肝癌と診断した．死亡

1週間前の同様の肝シンチグラムで，右葉外側の

space㏄cupying　lesionの存在とともに頭蓋，胸

髄，腰髄，骨盤など骨髄細内系と肺へのRIの著

明な集積が認められたが，脾への集積は軽度であ

った．剖検では，肝重量は1，8509まで腫大して

いたが，肝シンチグラムでdefectを若起せしめる

ような腫瘍は全く認められず，組織所見で高度の

アミロイド沈着が認められた．その他脾，腎にお

けるアミロイドの沈着も高度であった．

　この症例の場合，肝シンチグラムでのfocal

defectは，アミロイドの沈着により生じたと考え

られる．また骨髄，肺へのRI異常集積は，肝，

脾におけるアミロイドの高度沈着によりこれらの

臓器取り扱いがきわめて低下したため生じたと考

えられる．

46．肝シンチグラムと肝CT像について
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目的：肝シンチグラムと，肝C・T・スキャン像の

比較検討を行なった．

使用装置および方法：シンチカメラは，中央演算

処理装置を接続したガンマーカメラを用い，3方

向から撮影しました．C．T．ホールボディスキャン

は，EMI，　C．T．5005／12を使用しました．スキャ

ン時間は1スライス20秒，1検査8スライスで

スライスの厚さは13mmです．記録は6つ切り

フィルム，ポラロイド写真にて行ない，読影は，

IVCおよび写真にて行ないました．

対象：1977年2月8日から6月16日の約4か月

間に行なったC・T・スキャンは879検査あり頭部

586検査66．7％，肝臓58検査6．6％でした．後

者の内，肝シンチグラムを行なった34例を対象

としました．

結果：肝シンチグラムでSpace　Occupying　Lesion

（S．D．L）と読影した18例の内，6例はC．T．スキ

ャンでも異常は認めず経過観察中です．肝シンチ

グラムでS．0．L．と読影できなかった17例中2例

は，C．T．スキャン　Cystと読影可能でした．

結語：肝シンチグラムは，肝全体の形態的な観察

と，C．T．スキャンの位置づけには有利でした．

C・T．スキャンは，Cystと実質性腫瘍の診断には，

有利な検査法と考えます．今後、肝臓病変の診断

は，肝シンチグラムと肝C．T．スキャンの総合的

診断により，向上するものと考えます．

47．骨シンチグラフィーにおける肝の描出につ
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　99mTc－EHDPを用いて1日4～5例の骨シンチ

グラフィを行なっているが，過去1年間に3症例

において肝がつよく描出された．それら3症例に

ついて肝機能検査，血液の電解質などには異常が

みられなかった．原因を検討したところ，3人の

患者に静脈注射を行なう際非常に困難で，何度か

失敗し最終的に注入された時には注射器内に血液

が混入して赤色を呈した状態であったことが原因

であろうと考えた．そこで，家兎を用い99mTc－

EHDPと血液をあらかじめ混ぜ，振塗した後に

静注するとすべての家兎において肝がつよく描出

した．99mTc－pyp．についても同様のシンチグラム

が得られた．屠殺後の臓器分布をみると，肝，脾，

骨髄の分布が正常群のそれらに比し数倍多いこと

がわかった．網内系組織に多く集積していること

から，in　vitroにおいて何らかの作用でスズコロ

イドができるものと考える．
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